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1. 学会発表

1.1 口頭発表

秋田県のツキノワグマと刺咬マダニのリケ

ッチア検索

佐藤寛子 藤田博己*1 安藤秀二*2

第 65 回衛生動物学会北日本支部会
2019年 10月 盛岡市

2017年 7月～10月に秋田県内で有害駆除され
たツキノワグマ 14頭（血液 13 頭分，脾臓 12頭
分）と，このうち 11 頭から採取したマダニ 57
匹を対象に血清抗体検査と遺伝子検索により紅

斑熱群リケッチア（SFGR）とつつが虫病リケッ
チア（Ot）の侵淫状況を調査した。
抗体検査は，6 種の SFGR（Rickettsia japonica，

R. heilongjiangensis，R. helvetica，R. asiatica，R.
monacensis，R. tamurae）と Ot の 6 血清型を抗原
に検討したところ，SFGR に対しては 7 頭が R.
helvetica， R. monacensis， R. tamurae 及び R.
asiatica のいずれかに抗体陽性，Ot に対しては
13 頭全て陽性で Karp 型に最も高い抗体価を示
した。

SFGR と Ot の遺伝子検索は，マダニ及びツキ
ノワグマ脾臓から DNA を抽出後，Kawamori ら
の SFGR と Ot の duplex real-time PCR を行い，
陽性となった検体について conventional PCR と
シ ー ク エ ン ス 解 析 を 行 っ た 。 マ ダ ニ は

Dermacentor taiwanensis 41 匹（♂14，♀27），
Haemaphysalis flava 16 匹（♂4，♀12）であった。
このうち D. taiwanensis 2匹 から R. bellii近縁の
リケッチアが，H. flava 3 匹から三重県で採集さ
れた同マダニ種由来の Rickettsia sp. Mie201と相
同性 100%のリケッチアが検出された。ちなみに
Mie201は，ヒト病原種の R. japonicaや R. raoultii
に近縁とされている。脾臓からの PCR 陽性例は
なかった。

ツキノワグマによる被害は農作物や人身被害

が注目されがちであるが，今後はツキノワグマ

とこれに寄生するマダニに関連した感染症情報

を狩猟関係者や近隣住民にも発信し，注意喚起

をする必要があると思われる。

*1：馬原アカリ医学研究所，MFSS
*2：国立感染症研究所

ガンマグロブリン製剤のエンテロウイルス

D68 型に対する中和能

斎藤博之 柴田ちひろ 佐藤寛子 清水博之*1

第 60 回日本臨床ウイルス学会

2019年5月 名古屋市

【目的】2015 年秋に，我が国においてエンテロ
ウイルス D68 型（EV-D68）の大きな流行があり，
その際，急性弛緩性麻痺との関連が疑われたも

のの，未だ解明には至っておらず，治療指針も

確立していない。秋田県健康環境センターでは，

感染症発生動向調査で収集された検体から，乳

飲みマウス（SM）を用いて EV-D68 を分離する
ことに成功した。今回は，その分離株を用いて

ガンマグロブリン製剤の中和能について検討し

たので報告する。

【材料と方法】供試ウイルスとして病原体定点

医療機関で採取された咽頭拭い液から SM にて
分離された EV-D68，及び比較対照として A 群
コクサッキーウイルス 2型（CA2），CA4，CA5，
CA6，CA10 を用いた。ガンマグロブリン製剤（静
注用：米国製）を終濃度 5×10-1～5×10-5%にな
るように段階希釈したものを，100 LD50 のウイ

ルスと反応させ SMに接種した。接種後 10日間，
麻痺等の所見を観察した。

【結果】5×10-1～5×10-3%のガンマグロブリン
製剤を反応させた EV-D68 を SM に接種しても
麻痺等の所見は認められなかった。一方，5×10-4

～5×10-5%のガンマグロブリン製剤を用いた場
合は，EV-D68 分離株に特有の前肢に及ぶ弛緩性
麻痺が出現した。比較対照として用いたウイル

スについては，CA6と CA10に対しては 5×10-2%
の希釈まで，他は 5×10-3%まで中和が成立した。
【考察】ヒトの血液量を 4.6 L（体重 60 kg）と
仮定した場合，ガンマグロブリン製剤 1 バイア
ル（2.5 g）を静注すると血中濃度は 5.4×10-2％

となる。5×10-3％で中和が成立したことから，

ガンマグロブリン製剤には EV-D68 に対する十
分な中和抗体が含まれているものと考えられ
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る。

*1：国立感染症研究所

食品中のノロウイルス検出に用いるパンソ

ルビンの品質管理と内部標準物質導入によ

る回収率の評価

斎藤博之 秋野和華子 野田 衛*1

上間 匡*1

第 115 回日本食品衛生学会学術講演会
2019 年 10 月 東京都

【目的】パンソルビン・トラップ法（パントラ

法）は，食品検体からノロウイルス（NoV）を
検出するための実践的な手法である。試薬とし

てホルマリン固定された黄色ブドウ球菌（パン

ソルビン）が流通している。一方，2015 年以降
に購入したロットについて固定の程度が弱くな

っており，菌の核酸成分が漏出していることが

判明した。

本研究では，パンソルビンから核酸の漏出が

起こらないように再固定プロトコールを考案し

た。また，こうした不測の事態による偽陰性を

客観的に把握するために内部標準物質の導入に

ついて検討した。

【方法】パンソルビンの再固定は，購入品に含

まれるブ菌を 1.5%ホルマリン/PBS（－）で室温
90 分処理することで行い，以後は遠心ペレット
を PBS（－）で洗浄し，80℃5 分の加熱を行っ
て残留ホルマリンを蒸散させた。詳細は，

http://www.nihs.go.jp/fhm/csvdf/sttest/fixing_of_pa
nsorbin.pdf からダウンロードできる。最初に目

視による予備試験として，パンソルビンの遠心

ペレットを TRIzol-LS/クロロホルムにて抽出し
た水層にエタノールを添加した際の沈澱の有無

を観察した。続いて，食品洗滌液 50 mL 中に 1.45
×105 コピーの NoV を添加し，捕捉抗体としてガ
ンマグロブリンを用いたパントラ法による回収

試験を行った。

次にポテトサラダ 10 g当たり 9.16×105コピー

の NoV と，内部標準物質として 1.13×107 コピー

の A 群コクサッキーウイルス 2 型（CA2）を添

加し，パントラ法による回収試験を行った。

【結果と考察】TRIzol-LS/クロロホルム抽出後
のパンソルビンの状態を比較すると，遠心直後

は水層・中間層・有機層に分かれてロット差は

認められなかった。しかし，水層に 0.8 倍量の
エタノールを添加した段階で，固定不足と思わ

れるパンソルビンでは白濁が生じ，Real-time
PCR で NoV の遺伝子を増幅したところ，明ら
かに効率が低下していた。このパンソルビンを

再固定したところ，抽出工程における白濁が起

こらなくなり，増幅曲線と回収率ともに改善さ

れた。

再固定したパンソルビンを用いた場合，ポテ

トサラダからの回収率は NoV が 36.8％，CA2が
16.1％であった。一方，再固定をしなかった場
合における回収率は NoV が 4.53％，CA2 が 0.78
％であった。

以上のことから，パンソルビンの品質向上の

ために再固定は有効であり，内部標準物質とし

て一定量の CA2 を加えることで，回収率を客観

的に評価できるものと考えられた。

*1：国立医薬品食品衛生研究所

Neutralization test of gamma globulin

against enterovirus D68 using suckling

mice

斎藤博之 秋野和華子 佐藤寛子 藤谷陽子

柴田ちひろ 田中貴子 佐藤了悦*1 佐藤 進

清水博之*2

第 67 回日本ウイルス学会学術集会
2019 年 10 月 東京都

【目的】2015 年秋に，我が国で大きな流行を起
こしたエンテロウイルス D68 型（EV-D68）につ
いて，急性弛緩性麻痺との関連が疑われたもの

の，未だ解明には至っておらず，治療指針も確

立していない。また，感染症治療に用いられる

ガンマグロブリン製剤は，過去の流行で獲得さ

れた抗体の集積であることから，これまでに大

きな流行が報告されていない EV-D68 に対する
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抗体が含まれているかは不明である。我々は，

感染症発生動向調査（病原体サーベイランス）

で収集された検体から，乳飲みマウス(SM)を用
いて EV-D68 を分離することに成功し，動物実
験モデルを構築することができた。今回は，そ

の分離株と SM 実験モデルを用いてガンマグロ
ブリン製剤の中和能について検討したので報告

する。

【方法】供試ウイルスとして病原体定点医療機

関で採取された咽頭拭い液から SM にて分離さ
れた EV-D68，及び比較対照として A 群コクサ
ッキーウイルス 2 型（CA2），CA4，CA5，CA6，
CA10，CA16 を用いた。ガンマグロブリン製剤
（米国製:静注用）を終濃度 5×10-1～5×10-5%にな
るように段階希釈したものを，100LD50 のウイ

ルスと反応させた後 SM に接種し，10 日間麻痺
等の所見を観察した。

【結果】ガンマグロブリンを終濃度 5×10-1～5×
10-3%で反応させた EV-D68 を SM に接種しても
麻痺等の所見は認められなかった。一方，5×10-4

～5×10-5%まで希釈すると，EV-D68 分離株に特
有の前肢に及ぶ弛緩性麻痺が出現した。比較対

照として用いたウイルスにおいては，CA6 と
CA10 に対しては 5×10-2%の希釈まで，他は 5×
10-3%まで中和が成立した。

【考察】ヒトの血液量を 4.6 L（体重 60 kg）と

仮定した場合，ガンマグロブリン製剤 1 バイア

ル（2.5 g）を静注すると血中濃度は 5.4×10-2％と

なる。5×10-3％で中和が成立したことから，ガン

マグロブリン製剤には EV-D68 に対する十分量

の中和抗体が含まれているものと考えられる。

周期的に流行を繰り返す CA と同等の結果であ

ったことから，不顕性感染による顕在化しない

流行の可能性が示唆される。一方，発症後にガ

ンマグロブリンを投与した場合に，効果が期待

できるかどうかについてはさらなる検討が必要

と思われる。

*1：元健康環境センター

*2：国立感染症研究所

2018/2019 シーズンにおける秋田県のイン

フルエンザ流行状況について

藤谷陽子 柴田ちひろ 齊藤志保子 田中貴子

第 16 回秋田県公衆衛生学会学術大会

2019 年 11 月 秋田市

【はじめに】

感染症法に基づく国の感染症発生動向調査の

一環として，感染症の流行状況の把握を目的に

秋田県感染症情報センターは県内の患者発生状

況と病原体の両面から，情報の把握・解析を継

続して行っている。今回，本調査から得られた

2018/2019シーズン（2018/9/3：第36週～2019/9/1
：第35週）の県内におけるインフルエンザ流行
状況について報告する。

【方法】

1．インフルエンザ患者情報
1-1．定点あたり患者数（報告患者数÷定点医療
機関数）

インフルエンザ定点医療機関（全54機関）か
ら各地域保健所に報告される1週間毎の患者数。
1-2．入院サーベイランス
基幹定点医療機関（全8機関）から各地域保健

所に報告される1週間毎の入院患者数。
2．病原体情報
病原体定点医療機関（全9機関）より提供され

る，インフルエンザ及びインフルエンザ様疾患

の患者検体から，秋田県健康環境センターが検

出したインフルエンザウイルスの亜型や抗原性

の解析結果。

【結果と考察】

1-1．定点あたり患者数
県内の定点あたり患者数は，例年と同時期の

第49週（12/3～12/9）に1.13と流行の目安である
1.00を超え，全国と同週に流行入りが確認され
た。その後，流行は徐々に拡大し，2019年第4
週（1/21～1/27）に46.85とピークを迎え，過去
10シーズンでは2011/2012シーズンに次いで2番
目に高い値となった。以後，第22週（5/27 ～6/2）
には1.00を下回り，県内における流行は終息し
た。全国の患者発生のピークは本県と同様，第4
週（57.09）であり，現行の調査が開始された1999
年以降最大となった。
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1-2．入院サーベイランス
394人の報告があり，これは過去5シーズン平

均の約1.3倍であった。年齢別では14歳以下と60
歳以上がそれぞれ163人（41％），203人（52％）
であった。このうち，意識障害など重篤な症状

を呈した患者は19人（5％）で，過去5シーズン
平均（16人，6％）と同様であった。
2．病原体情報
検出されたインフルエンザウイルスは96件で，

AH1pdm型27件（28％），AH3型63件（66％），
B型Victoria系統5件（5％），B型Yamagata系統1
件（1％）で，流行の主流はAH3型であった。こ
の型は，シーズンを通して検出され，定点あた

り患者数がピークとなった第4週に採取された
検体からの検出数が最も多かった。一方，B型は，
第16週（4/22～4/28）から第22週（5/27～6/3）に
かけたシーズン終盤に検出された。

感染症予防及び拡大防止には，患者と病原体

情報を元に流行状況を正しく把握する必要があ

る。我々は今後も関係機関との連携の下，適切

な情報提供を心掛けたい。

ウイルス性食中毒の対策に潜む落とし穴

斎藤博之

第 40 回日本食品微生物学会学術総会

2019 年 11 月 東京都

平成 30（2018）年の食中毒統計によると，全

国で 1 年間に 1,330 例の食中毒事例が発生し，

およそ 2 割に相当する 256 例がノロウイルス

（NV）によって引き起こされている。患者数に

至っては，全食中毒被害者 17,282 名の半数近い

8,475 名が NV の感染によるものである。原因と

なる病原体も感染経路もわかっているにも関わ

らず，こうした健康被害が後を絶たないのは様

々な予防対策の中に盲点（落とし穴）があるか

らで，啓発を行うに際してもウイルス性食中毒

特有の注意点を押さえておく必要がある。本講

演では，一般的に行われている食中毒対策の中

で見落とされているポイントについて述べる。

（1)ウイルス性食中毒前史と一般的な認識

食中毒対策の基本となるものは，調理従事者

や一般消費者に対する啓発であることは間違い

ない。しかし，食品衛生の長い歴史の中でウイ

ルス性食中毒が制度に組み入れられたのは最近

であり，それまでとは全く異なる性質の原因物

質であったため，未だ十分な啓発が行われてい

るとは言い難い状況にある。食中毒予防の三原

則（付けない，増やさない，やっつける）は，

細菌性食中毒を想定して作られたものである。

ウイルスに対しては当てはまらない部分が存在

するため，そこが落とし穴となってしまうこと

が多い。確実に予防するには，“付けない”し

かないのが現実である。

（2)食品の鮮度における落とし穴

ウイルスは細菌と違って，生きた細胞に感染

しなければ増殖できないという特徴がある。し

かも，生物種や臓器に対する特異性があり，NV

の場合はヒトの空腸粘膜でしか増えることがで

きない。つまり，NV は食品中では増えることが

できず，また NV によって食品が腐敗すること

もない。カキ等の二枚貝が NV による食中毒の

原因と成り得ることは，広く知られるようにな

ったが，新鮮なものを提供しているから大丈夫

との誤った認識は落とし穴である。

（3)食品の加熱調理における落とし穴

厚生労働省作成の大量調理施設衛生管理マニ

ュアルでは，NV による食中毒対策として 85～

90℃で 90 秒以上の加熱調理を求めている。一般

の飲食店等においても加熱調理をしっかりと行

えば食中毒を防げるとの認識が浸透している。

一方で加熱調理後に汚染したと考えられる事例

が多発している。加熱調理は有効だが，その後

の汚染は落とし穴である。

（4)感染者の管理における落とし穴

NV に感染すると激しい嘔吐と下痢が起こる

ものと一般には知られているが，その症状に着

目して感染者の管理を行うと落とし穴に陥るリ
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スクが高くなる。多くの食品取扱施設で実施さ

れている健康チェックや，食中毒事例の際の聞

き取り調査項目として，典型的な嘔吐・下痢・

発熱だけではなく，症状の多様性を考慮して，

胃部の異常，便性状の変化（便秘も含む），倦

怠感等を加えると，NV 感染者の把握がより的確

になるものと考えられる。

（5)流行季節における落とし穴

これまで NV は冬季に流行するものと認識さ

れてきたが，ここ 2 シーズンは流行ピークが 4

～5 月であった（秋田県のデータ）。また，下

水からは，ほぼ通年で NV が検出されており，

放流域における海産物にも影響が及んでいる

（秋野和華子，他：本学術総会にて発表）。夏

季であっても落とし穴は存在する。

夏場に流通する岩ガキと生産海域における

下水からのノロウイルスの検出状況

秋野和華子 斎藤博之 野田 衛*1

上間 匡*1

第 40 回日本食品微生物学会学術総会
2019 年 11 月 東京都

【目的】カキ等の二枚貝は，下水処理を潜り抜

け生育海域に流れ出たノロウイルス（NoV）を，
消化管である中腸腺に取り込み蓄積すると考え

られている。今回，生食が主である夏場の岩ガ

キについて NoV の検出を試みるとともに，生産
海域に近い下水道の処理水等についても NoVの
検査を行い，その汚染状況を調査したので報告

する。

【材料と方法】岩ガキ（秋田県産１海域）は，

2018 年 6 月，7 月，8 月に秋田県内で購入し，
中腸腺 1個を 1 検体として，各月 10 検体ずつ検
査を行った。下水は，2018 年 4 月～12 月に秋田
県内の終末処理場（1 か所）にて月 1 回ずつ採
取した流入水と放流水各 9 検体について，検査
を実施した。

岩ガキからの NoV の検出は，厚生労働省通知

法（平成 19年 5月 14日付け食安監発第 0514004
号）に準じ濃縮，核酸抽出，逆転写反応を行っ

た。その後，nested PCR 法と nested リアルタイ
ム PCR 法で定性検査を行い，陽性検体について
はリアルタイム PCR法による定量検査を実施す
るとともに nested PCR で増幅した capsid N/S 領
域遺伝子の塩基配列をダイレクトシークエンス

法で決定した。また，GII 増幅プライマーとして，
遺伝子型特異的プライマー（GII.2，GII.4，GII.17）
を用い，複数の遺伝子型の検出を試みた。さら

に，GII.4，GII.17 については型特異的同定キッ
ト（日本遺伝子研究所）を併用した。

下水からの NoV の検出は，食品衛生検査指針
微生物編 2015 年度版「拭取りからのウイルス検
出法」を参考に濃縮，核酸抽出を行い，その後

は岩ガキからの NoV検出と同様に検査を実施し
た。

【結果と考察】岩ガキについては，6 月は GII
（検出遺伝子型：GII.2，GII.4，GII.17）が 6 検
体，GI（GI.1，GI.2）が 4 検体から，7 月は GII
（GII.2，GII.4，GII.17）が 3 検体，GI（GI.2）
が 7 検体から，8 月は GII（GII.2，GII.17）のみ
1 検体から検出された。定量値（単位：コピー
数 /g 中腸腺）は，6 月，7 月において 102 以上の

個体が多く存在しており，8 月の 1 検体は 101

程度と低くなっていた。下水については，GII が
11月の放流水を除くすべての検体から検出され
た。検出遺伝子型は，GII.2，GII.4，GII.17であ
った。GI は 10 月の放流水を除くすべての検体
から検出された。検出遺伝子型は，GI.1，GI.2，
GI.3，GI.5，GI.6 であった。

感染症発生動向調査による秋田県における

2017/2018 シーズンの NoV の検出数は，4 月～6

月に多くなっており，本調査による下水の GII

の定量値と挙動が一致していた。また，6 月の

岩ガキにおける定量値も高かったことから，市

中の NoVの流行が下水中のウイルス量に影響を

及ぼし，岩ガキにおける NoV の蓄積に繋がって

いたものと考えられた。今後も NoV の発生動向

を把握し，岩ガキ及び下水への影響に注視して

いく必要があると考えられた。

*1：国立医薬品食品衛生研究所
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玉川酸性水中和処理施設稼働後の田沢湖の

pH 変化要因について

梶谷明弘 佐藤 哲 小林 渉

第 54 回日本水環境学会年会
2020 年 3 月 盛岡市

秋田県中央東部に位置する田沢湖は，酸性河

川である玉川の導水により湖水が酸性化し，ク

ニマスを含むほとんどの魚は生息しなくなった。

その後，国では，玉川酸性水中和処理施設を建

設し，平成 3 年 4 月から本稼働を開始した。秋
田県では，中和処理施設による中和効果などを

把握するため，田沢湖の水深別水質調査を行っ

ている。今回，中和処理施設稼働後，平成 3 年
度から令和元年度までの田沢湖湖心水深別水質

調査結果より得られた pH 変化要因について報
告した。

pH 変化要因を探るため，pH 値を水素イオン
濃度換算後，pH 及び水深区分別に多重共線性等
を考慮し，説明変数を 8分析項目として重回帰
解析を行った。

その結果、pH 区分別は｢4.8＜pH≦5.0｣の 1 区
分のみ，水深区分別では全区分で自由度修正済

決定係数が 0.5 以上であった。このことから pH
変化要因には既報による酸性物質 Al だけでな
く ,Ca2+,Mg2+,Cl－ ,SO42－ (p<0.05)も含まれるこ
とが示唆された。

八郎湖及び流域水田排水における浮遊懸濁

物の粒度分布特性

玉田将文 伊藤佑歩 高橋 浩 野村 修

小林 渉 佐藤 哲 梶谷明弘 和田佳久

第 54 回日本水環境学会年会
2020 年 3 月 盛岡市

2007 年，八郎湖の湖沼法指定後，秋田県は湖
沼水質保全計画による流域水田排水からの負荷

削減対策を実施してきたが，環境基準点におけ

る全窒素濃度等の経年変化は横ばい傾向にあ

る。今回，流域水田排水からの負荷削減対策の

検討資料として，八郎湖及び流域水田排水にお

ける浮遊懸濁物の粒度分布特性等を調査した。

まず，2019 年 3 月～10 月に流域水田である大
潟村中央干拓地の農業排水が集約する南部排水

機場及び北部排水機場の水試料を，同年 5 月及
び 8 月に南部排水機場の排水先水域である八郎
湖内 5 調査地点にて湖水試料を採取し，浮遊懸
濁物（SS）濃度等を JIS K 0102，粒度分布をレ
ーザー回折・散乱法，底質試料中の全炭素・全

窒素濃度等を元素分析計により分析した。

その結果，粒度分布は南部排水機場の 4 月を
除き，両排水機場では粘土分及びシルト分が 75
％以上となり，4 月から灌漑期の 5 月にかけて
は粘土分の割合が顕著に増加し，南部排水機場

の 5 月では 78.5％に達した。八郎湖内 5 調査地
点では，5 月の同 5 調査地点で粘土分及びシル
ト分が 100%，粘土分は平均 76.5%を占めたが，
8 月の粘土分は平均 42.1%に低下した。水試料中
SS 濃度は，両排水機場とも 5月に調査期間中の
最高値となり，八郎湖内 5 調査地点では 5 月が
8 月と比較して全般的に高い値を示し，流域水
田排水に含まれる土壌粒子の影響が示唆され

た。

1.2 共同発表

佐藤実佳，大塚佳代子，小西典子，尾畑浩魅，

新井沙倉，今野貴之，床井由紀，長岡宏美，佐

伯美由紀，工藤由紀子: 鶏肉における Esherichia
albertii 分離培養法の検討．第 40 回日本食品微
生物学会学術総会，2019 年 11 月，東京都

河原隆二，綿引正則，内田薫，松本裕子，髙橋

志保，野田万希子，増田加奈子，福田千恵子，

原田誠也，浅野由起子，鈴木仁人，松井真理，

鈴木里和、菅井基行，四宮博人 : カルバペネマ
ーゼ遺伝子スクリーニング用マルチプレックス

PCR 法の開発と in silico 評価．第 31回日本臨床
微生物学会総会・学術総会，2020 年 1 月，金沢
市

Tomoichiro Oka, Hiroyuki Saito., Takayuki
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Kobayashi, Tomoko Takahashi, Takashi Shimoike,
Michyyo Kataoka, Qiuhong Wang, Linda J. Saif,
Mamoru Noda, Hirotaka Takagi: Cell culture trials
for human sapoviruses. 7th International Calicivirus
Conference. 2019 年 8 月，Sydney

Noriyo Nagata, Makoto Miyazaki, Hiroyuki Saito,
Chihiro Shibata, Yen Hai Doan, Yujiro Arao,
Naoko Iwata Yoshikawa, Hiroyuki Shimizu, Hideki
Hasegawa: Neuropathogenesis of enterovirus D68
in mouse model．第 67 回日本ウイルス学会学術
集会，2019 年 10 月，東京都

髙木弘隆，岡智一郎，斎藤博之，小林孝行，野

田 衛 : Requirement of bile acids on human
sapovirus growth in cultured cells. 第 67 回日本ウ
イルス学会学術集会，2019 年 10 月，東京都

髙木弘隆，斎藤博之，野田衛，上間匡 : 食品媒
介性ウイルス及び介在性ウイルスに関する不活

性化評価手法の策定に向けた検討(3)－代替ウ
イルスの CA6 株間での消毒剤感受差とその他
の留意点．第 40 回日本食品微生物学会学術総会，
2019 年 11 月，東京都
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2．他誌掲載論文等

2.1 筆頭著者論文

Detection of a quinolone resistance

mutation in gyrA in Escherichia albertii

 
 

Takayuki Konno, Hiroko Kashio, Shiho
Takahashi, Sumie Suzuki, Yuko Kumagai

 
Jpn J Infect Dis, 73, No.1, 2020, 83–84.

 
  There is limited information on the antimicrobial
susceptibility of Escherichia albertii, a recently
discovered enteropathogen. In Japan, E. albertii
has increasingly been reported to be an
enteropathogen infecting humans. In the Akita
Prefecture of Japan, a number of E. albertii strains
have been isolated or reidentified from stocks of
laboratory E. coli strains. Among these, three
strains (10.7%) were resistant to at least one
antimicrobial agent. The strain EC15062 showed
acquired resistance to SM, TC, and NA. The NFLX
MIC for this strain was 1.0 µg/ml, although it was
still within the range for susceptibility. This study
showed the emergence of quinolone-resistant E.
albertii. The emergence and the spread of
enhanced antimicrobial resistance, such as
fluoroquinolone and multidrug resistance, in E.
albertii are unsettling. Thus, careful monitoring of
antimicrobial resistance in E. albertii is imperative
for future control of infections.
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